
目

次

（
�
印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

規

則

�
香
川
県
保
健
衛
生
及
び
環
境
関
係
試
験
検
査
等
手
数
料
条
例
及
び
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く

公
衆
衛
生
上
必
要
な
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め

る
規
則

（
生
活
衛
生
課
）

一

�
香
川
県
港
湾
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
港

湾

課
）

告

示

�
平
成
十
二
年
香
川
県
告
示
第
七
十
九
号
（
口
頭
に
よ
り
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

個
人
情
報
）
の
一
部
改
正

（
県
民
参
画
課
）

二

�
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
医
療
扶
助
担
当
機
関
の
指
定

（
健
康
福
祉
総
務
課
）

�
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
（

〃

）

�
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
の
指
定

（
長
寿
社
会
対
策
課
）

�
漁
船
損
害
等
補
償
法
の
規
定
に
よ
る
付
保
義
務
の
消
滅
（
二
件
）

（
水

産

課
）

三

�
土
地
収
用
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認
定
（
三
件
）

（
土
木
監
理
課
）

�
道
路
の
区
域
変
更

（
道
路
保
全
課
）

七

�
道
路
の
位
置
指
定

（
建

築

課
）

八

公

告

�
落
札
者
等
の
公
示

（
直
島
環
境
セ
ン
タ
ー
）

�
土
地
改
良
事
業
に
係
る
換
地
計
画
の
適
否
決
定

（
土
地
改
良
課
）

�
公
共
測
量
の
実
施
の
通
知

（
土
木
監
理
課
）

�
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
五
件
）

（
都
市
計
画
課
）

九

�
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
（
公
共
施
設
）
の
完
了
（
二
件
）

（

〃

）

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

�
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
旨
の
報
告

一
〇

香
川
県
保
健
衛
生
及
び
環
境
関
係
試
験
検
査
等
手
数
料
条
例
及
び
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
公
衆
衛
生
上

必
要
な
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
一
号

香
川
県
保
健
衛
生
及
び
環
境
関
係
試
験
検
査
等
手
数
料
条
例
及
び
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
公
衆
衛

生
上
必
要
な
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

香
川
県
保
健
衛
生
及
び
環
境
関
係
試
験
検
査
等
手
数
料
条
例
及
び
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
公
衆
衛
生
上

必
要
な
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
香
川
県
条
例
第
七
十
一
号
）
の
施

行
期
日
は
、
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
条
例
第
二
条
中
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く

公
衆
衛
生
上
必
要
な
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
香
川
県
条
例
第
一
号
）
別
表
第
一
第
三
号
イ
の

改
正
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
と
す
る
。

香
川
県
港
湾
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
二
号

香
川
県
港
湾
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
港
湾
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
香
川
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
届
出
等
）

第
十
三
条

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
又
は
高
松
港
に
係
る
条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

許
可
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
又
は
第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
書
面
に
よ
る
届
出
又
は

申
請
に
代
え
て
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
五
十
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す

る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第 ６ 号

平 成１６年

１月２３日（金曜日）

規

則

○

○

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香

川

県

報

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

（
第
九
一
〇
〇
号
）

一



２

前
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
届
出
又
は
申
請
は
、
県
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た

フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
が
さ
れ
た
時
に
県
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
届
出
又
は
申
請
に
対
し
て
同
項
の
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し

て
行
う
通
知
は
、
当
該
通
知
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
へ
の

記
録
が
さ
れ
た
時
に
当
該
通
知
を
受
け
る
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
二
十
四
号

平
成
十
二
年
香
川
県
告
示
第
七
十
九
号
（
口
頭
に
よ
り
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
個
人
情
報
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

表
育
休
任
期
付
職
員
登
録
試
験
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

表
歯
科
技
工
士
試
験
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

●
香
川
県
告
示
第
二
十
五
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た

め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
二
十
六
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
医

療
機
関
か
ら
当
該
医
療
機
関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
二
十
七
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

告

示

任
期
付
職
員
採
用
選

考
試
験

第
一
次
選
考
の
総
合
順

位

第
一
次
選
考
の
不
合

格
者
に
あ
っ
て
は
第

一
次
選
考
合
格
者
発

表
の
日
か
ら
一
月
間
、

第
一
次
選
考
の
合
格

者
に
あ
っ
て
は
最
終

合
格
者
発
表
の
日
か

ら
一
月
間

総
務
部
行
政
企
画
課

第
二
次
選
考
の
総
合
順

位

最
終
合
格
者
発
表
の

日
か
ら
一
月
間

保
健
医
療
大
学
一
般

入
学
試
験

科
目
別
得
点
及
び
総
合

得
点

合
格
発
表
の
日
か
ら

一
月
間

香
川
県
立
医
療
短
期

大
学

指

定

年

月

日

名

称

開

設

者

所

在

地

平
成
一
五
、
一
二
、
一

医
療
法
人
社
団

慈
愛
会
阿
部
内

科
眼
科
医
院

医
療
法
人
社
団

慈
愛
会

木
田
郡
牟
礼
町
大
字
牟
礼
一
〇
〇

六
番
地
三

廃

止

年

月

日

名

称

開

設

者

所

在

地

平
成
一
五
、
一
一
、
三
〇

医
療
法
人
社
団

慈
愛
会
阿
部
内

科
医
院

医
療
法
人
社
団

慈
愛
会
阿
部
内

科
医
院

木
田
郡
牟
礼
町
大
字
牟
礼
一
一
四

七
番
地
五

平
成
一
五
、
一
〇
、
三
一

岩
渕
外
科
医
院

岩
渕

正
賢

坂
出
市
江
尻
町
一
三
〇
六
番
地

平
成
一
五
、
一
〇
、
三
一

徳
田
眼
科

徳
田

敬
直

坂
出
市
文
京
町
一
丁
目
一
番
一
五

号

香

川

県

報

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

（
第
九
一
〇
〇
号
）

二



●
香
川
県
告
示
第
二
十
八
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定

に
よ
り
、
箱
浦
加
入
区
に
つ
い
て
、
平
成
十
二
年
香
川
県
告
示
第
二
十
四
号
に
よ
る
保
険
に
付
す
べ
き
義

務
は
、
平
成
十
六
年
一
月
二
十
日
限
り
消
滅
し
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
二
十
九
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定

に
よ
り
、
坂
出
加
入
区
に
つ
い
て
、
平
成
十
二
年
香
川
県
告
示
第
二
十
四
号
に
よ
る
保
険
に
付
す
べ
き
義

務
は
、
平
成
十
六
年
一
月
二
十
日
限
り
消
滅
し
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
三
十
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

起
業
者
の
名
称

飯
山
町

二

事
業
の
種
類

（
仮
称
）
西
坂
元
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

綾
歌
郡
飯
山
町
西
坂
元
字
ガ
ラ
ク
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
に
飯
山
町
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
（
仮
称
）
西
坂
元
総
合
学
習
セ
ン
タ

ー
建
設
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
業
認
定
の
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

１

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
（
仮
称
）
飯
山
中
央
図
書
館
、
（
仮
称
）
西
坂
元
公
民
館
及
び
（
仮
称
）
西
坂
元

児
童
館
か
ら
な
る
複
合
施
設
を
建
設
す
る
事
業
で
あ
る
。
（
仮
称
）
飯
山
中
央
図
書
館
は
、
土
地
収

用
法
第
三
条
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
「
図
書
館
法
に
よ
る
図
書
館
」
に
、
（
仮
称
）
西
坂
元
公
民
館

は
、
同
条
同
号
に
掲
げ
る
「
社
会
教
育
法
に
よ
る
公
民
館
」
に
、
（
仮
称
）
西
坂
元
児
童
館
は
、
同

条
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
「
社
会
福
祉
法
に
よ
る
社
会
福
祉
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
該
当
す

る
。こ

の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
飯
山
町
は
、
本
年
度
予
算
に
お
い
て
用
地
取
得
に
要
す
る
経
費
を
計

上
し
て
お
り
、
本
件
事
業
の
実
施
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

�

（
仮
称
）
飯
山
中
央
図
書
館
建
設
の
妥
当
性

飯
山
町
に
お
い
て
は
、
現
在
蔵
書
数
六
万
四
千
冊
を
有
す
る
町
立
図
書
館
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
本
来
蔵
書
数
五
万
冊
を
想
定
し
た
施
設
で
あ
る
た
め
、
書
庫
の
増
嵩
や
読
書
コ
ー
ナ
ー
等
へ

介
護
保
険

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称

及

び

所

在

地

申
請
者
の
名
称
、
代
表

者
の
氏
名
及
び
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

サ
ー
ビ
ス

の
種
類

三
七
七
〇
一

〇
二
七
四
一

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
邑

高
松
市
前
田
西
町
字
長
渕

一
〇
八
〇
―
一
八

社
会
福
祉
法
人
守
里
会

理
事
長

松
木
孝
和

木
田
郡
牟
礼
町
大
字
大
町

字
丹
僧
二
五
五
五
番
二

平
成
十
六
年

一
月
十
五
日

痴
呆
対
応

型
共
同
生

活
介
護

三
七
七
〇
一

〇
二
七
五
八

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ほ
お
ず

き高
松
市
松
並
町
六
四
九
番

地
一

有
限
会
社
イ
キ
イ
キ
ラ
イ

フ
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

谷
本
美
恵

高
松
市
松
並
町
六
四
九
番

地
一

〃

〃
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の
書
庫
の
設
置
に
よ
る
対
応
も
限
界
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
が
狭
隘
で
あ
る
た
め
、
近
年

情
報
の
媒
体
と
し
て
重
要
性
を
増
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ａ
Ｖ
機
器
の
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
仮
称
）
飯
山
中
央
図
書
館
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
蔵
書
数
十
万
冊
に
対
応
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ａ
Ｖ
機
器
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
し
た
図
書

館
を
建
設
す
る
こ
と
で
、
多
様
化
す
る
町
民
の
生
涯
学
習
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
（
仮
称
）
飯
山
中
央
図
書
館
の
建
設
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
相
当
程
度

高
い
と
認
め
ら
れ
る
。

�

（
仮
称
）
西
坂
元
公
民
館
建
設
の
妥
当
性

飯
山
町
に
お
け
る
公
民
館
一
施
設
あ
た
り
の
人
口
は
、
香
川
県
平
均
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
西
坂
元
地
区
を
含
む
町
西
部
地
域
は
、
従
来
の
農
業
地
帯
か
ら
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
開

発
の
進
む
人
口
増
加
地
域
で
あ
り
、
従
来
か
ら
の
住
民
と
新
た
に
転
入
し
た
住
民
が
交
流
を
行
い
、

相
互
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
も
積
極
的
に
公
民
館
活
動
の
充
実
を
行
う
必
要
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
現
在
町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
民
館
は
、
い
ず
れ
も
町
中
央
部
寄
り
に
あ
り
、
西
部

地
域
の
住
民
に
と
っ
て
利
用
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
る
。

（
仮
称
）
西
坂
元
公
民
館
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
建
設
に
よ
り
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
生
涯
学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
で
あ
る

公
民
館
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
（
仮
称
）
西
坂
元
公
民
館
の
建
設
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
相
当
程
度
高

い
と
認
め
ら
れ
る
。

�

（
仮
称
）
西
坂
元
児
童
館
建
設
の
妥
当
性

児
童
館
は
、
次
代
を
担
う
児
童
に
健
全
な
遊
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
そ
の
健
康
を
増
進

し
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
児
童
厚
生
施
設
で
あ
り
、
家
庭
や
地
域
に
お

け
る
養
育
機
能
の
低
下
を
補
完
す
る
た
め
、
そ
の
活
動
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
飯
山
町
内
に
は
南
部
に
三
十
人
程
度
の
児
童
の
受
け
入
れ
を
想
定
し
た
児
童
館

が
一
施
設
設
置
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
新
た
な
児
童
館
の
建
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

飯
山
町
は
、
保
育
に
欠
け
る
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
対
象
と
し
た
放
課
後
児
童
対
策
事
業
（
以

下
「
学
童
保
育
」
と
い
う
。
）
を
小
学
校
の
空
き
教
室
や
公
民
館
の
大
広
間
を
利
用
し
て
実
施
し

て
い
る
が
、
町
西
部
地
域
は
学
童
保
育
の
対
象
と
な
る
児
童
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
内

に
適
当
な
公
共
施
設
が
な
い
た
め
、
同
地
域
の
児
童
は
、
遠
方
の
施
設
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
る
。

（
仮
称
）
西
坂
元
児
童
館
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
建
設
に
よ
り
、
学
童
保
育
を
始
め
と
す
る
児
童
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
事
業
を
、
地
域
住

民
に
よ
り
身
近
な
場
所
で
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
（
仮
称
）
西
坂
元
児
童
館
の
建
設
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
相
当
程
度
高

い
と
認
め
ら
れ
る
。

�

複
合
施
設
と
す
る
理
由

複
合
施
設
と
す
る
こ
と
で
、
用
地
取
得
、
建
設
及
び
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
が
削
減
で
き
る

ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
連
携
に
よ
り
、
生
涯
学
習
の
効
率
を
高
め
た
り
、
世
代
間
の
交
流
活

動
を
身
近
に
す
る
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
も
資
す
る
こ
と
か
ら

複
合
施
設
と
す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。

�

周
辺
環
境
へ
の
影
響

起
業
地
内
に
倉
庫
が
存
在
す
る
も
の
の
、
住
家
は
な
く
、
ま
た
、
建
設
さ
れ
る
施
設
も
二
階
建

て
と
比
較
的
低
層
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
の
土
地
利
用
や
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
は
軽
微
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

�

起
業
地
の
選
定

本
件
事
業
の
起
業
地
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的
、
技
術
的
、
経
済
的
見
地
か
ら
三
案
の

候
補
地
の
比
較
検
討
を
行
い
、
最
も
適
切
な
案
を
採
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
起
業
地
の
範
囲
は
、
事
業
の
実
施
に
必
要
最
小
限
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
。

	

�
か
ら
�
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
多
様
化
す
る
町
民
の
生
涯
学
習
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け

る
交
流
活
動
や
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
地
を
収
用
す

る
公
益
上
の
必
要
が
認
め
ら
れ
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ

る
。
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５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
土
地
収
用
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を

充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業

の
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五

土
地
収
用
法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

飯
山
町
総
務
課

●
香
川
県
告
示
第
三
十
一
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

起
業
者
の
名
称

飯
山
町

二

事
業
の
種
類

（
仮
称
）
東
小
川
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
及
び
こ
れ
に
伴
う
農
業
用
用
排
水
路
付
替
工
事

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

綾
歌
郡
飯
山
町
東
小
川
字
西
内
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
に
飯
山
町
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
（
仮
称
）
東
小
川
学
習
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
及
び
こ
れ
に
伴
う
農
業
用
用
排
水
路
付
替
工
事
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る

事
業
認
定
の
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
う
ち
（
仮
称
）
東
小
川
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
（
以
下
「
本
体
事
業
」
と
い
う
。
）

は
、
（
仮
称
）
東
小
川
公
民
館
及
び
（
仮
称
）
東
小
川
児
童
館
か
ら
な
る
複
合
施
設
を
建
設
す
る
事

業
で
あ
る
。
（
仮
称
）
東
小
川
公
民
館
は
、
土
地
収
用
法
第
三
条
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
「
社
会
教

育
法
に
よ
る
公
民
館
」
に
、
（
仮
称
）
東
小
川
児
童
館
は
、
同
条
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
「
社
会
福

祉
法
に
よ
る
社
会
福
祉
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
該
当
す
る
。

ま
た
、
農
業
用
用
排
水
路
付
替
工
事
（
以
下
「
関
連
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
本
体
事
業
の
施
行

に
よ
り
遮
断
さ
れ
る
土
地
改
良
区
設
置
の
農
業
用
用
排
水
路
の
付
替
工
事
で
あ
り
、
土
地
収
用
法
第

三
条
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
に
該
当
す
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
飯
山
町
は
、
本
年
度
予
算
に
お
い
て
用
地
取
得
に
要
す
る
経
費
を
計

上
し
て
お
り
、
関
連
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
も
、
管
理
者
で
あ
る
土
地
改
良
区
か
ら
既
に
そ
の
同
意

を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
実
施
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

�

（
仮
称
）
東
小
川
公
民
館
建
設
の
妥
当
性

飯
山
町
に
お
け
る
公
民
館
一
施
設
あ
た
り
の
人
口
は
、
香
川
県
平
均
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
東
小
川
地
区
を
含
む
町
南
西
部
地
域
は
、
従
来
の
農
業
地
帯
か
ら
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

開
発
の
進
む
人
口
増
加
地
域
で
あ
り
、
従
来
か
ら
の
住
民
と
新
た
に
転
入
し
た
住
民
が
交
流
を
行

い
、
相
互
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
も
積
極
的
に
公
民
館
活
動
の
充
実
を
行
う
必
要
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
在
町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
民
館
は
、
い
ず
れ
も
町
中
央
部
寄
り
に
あ
り
、

南
西
部
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
利
用
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
る
。

（
仮
称
）
東
小
川
公
民
館
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
建
設
に
よ
り
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
生
涯
学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
で
あ
る

公
民
館
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
（
仮
称
）
東
小
川
公
民
館
の
建
設
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
相
当
程
度
高

い
と
認
め
ら
れ
る
。

�

（
仮
称
）
東
小
川
児
童
館
建
設
の
妥
当
性

児
童
館
は
、
次
代
を
担
う
児
童
に
健
全
な
遊
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
そ
の
健
康
を
増
進

し
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
児
童
厚
生
施
設
で
あ
り
、
家
庭
や
地
域
に
お

け
る
養
育
機
能
の
低
下
を
補
完
す
る
た
め
、
そ
の
活
動
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
飯
山
町
内
に
は
南
部
に
三
十
人
程
度
の
児
童
の
受
け
入
れ
を
想
定
し
た
児
童
館
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が
一
施
設
設
置
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
新
た
な
児
童
館
の
建
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

飯
山
町
は
、
保
育
に
欠
け
る
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
対
象
と
し
た
放
課
後
児
童
対
策
事
業
（
以

下
「
学
童
保
育
」
と
い
う
。
）
を
小
学
校
の
空
き
教
室
や
公
民
館
の
大
広
間
を
利
用
し
て
実
施
し

て
い
る
が
、
町
南
西
部
地
域
は
学
童
保
育
の
対
象
と
な
る
児
童
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域

内
に
適
当
な
公
共
施
設
が
な
い
た
め
、
同
地
域
の
児
童
は
、
遠
方
の
施
設
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
あ
る
。

（
仮
称
）
東
小
川
児
童
館
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
建
設
に
よ
り
、
学
童
保
育
を
始
め
と
す
る
児
童
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
事
業
を
、
地
域
住

民
に
よ
り
身
近
な
場
所
で
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
（
仮
称
）
東
小
川
児
童
館
の
建
設
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
相
当
程
度
高

い
と
認
め
ら
れ
る
。

�

複
合
施
設
と
す
る
理
由

複
合
施
設
と
す
る
こ
と
で
、
用
地
取
得
、
建
設
及
び
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
が
削
減
で
き
る

ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
連
携
に
よ
り
、
世
代
間
の
交
流
活
動
を
身
近
に
す
る
な
ど
の
効
果
が

期
待
で
き
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
も
資
す
る
こ
と
か
ら
複
合
施
設
と
す
る
必
要
性
が
認
め

ら
れ
る
。

�

周
辺
環
境
へ
の
影
響

起
業
地
は
農
地
で
あ
り
、
建
設
さ
れ
る
施
設
も
平
屋
建
て
と
低
層
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
の

土
地
利
用
や
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

�

起
業
地
の
選
定

本
件
事
業
の
起
業
地
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的
、
技
術
的
、
経
済
的
見
地
か
ら
三
案
の

候
補
地
の
比
較
検
討
を
行
い
、
最
も
適
切
な
案
を
採
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
起
業
地
の
範
囲
は
、
事
業
の
実
施
に
必
要
最
小
限
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
。

�

�
か
ら
�
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
地
域
に
お
け
る
身
近
な
生
涯
学
習
や
交
流
活
動
の
拠
点
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
を
支
援
し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
土

地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
認
め
ら
れ
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る

と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
土
地
収
用
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を

充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業

の
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五

土
地
収
用
法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

飯
山
町
総
務
課

●
香
川
県
告
示
第
三
十
二
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

起
業
者
の
名
称

三
木
町

二

事
業
の
種
類

農
業
集
落
排
水
事
業
井
上
南
部
地
区
汚
水
処
理
施
設
建
設
工
事
及
び
管
路
施
設
工
事

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

木
田
郡
三
木
町
大
字
井
上
字
草
田
地
内

２

使
用
の
部
分

木
田
郡
三
木
町
大
字
井
上
字
草
田
地
内

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

平
成
十
五
年
十
二
月
十
一
日
に
三
木
町
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
農
業
集
落
排
水
事
業
井
上
南
部
地
区
汚

水
処
理
施
設
建
設
工
事
及
び
管
路
施
設
工
事
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
業
認
定

の
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
三
条
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
該
当
す
る
た
め
、
土
地
収
用

香

川

県

報

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

（
第
九
一
〇
〇
号
）

六



法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
平
成
十
四
年
に
農
林
水
産
省
の
農
業
集
落
排
水
資
源
循
環
統
合
補
助
事
業
の
採
択

を
受
け
て
お
り
、
ま
た
、
起
業
者
で
あ
る
三
木
町
は
、
既
に
用
地
取
得
に
必
要
な
財
源
措
置
を
講
じ

て
い
る
の
で
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

�

近
年
、
農
村
地
域
で
は
、
生
活
様
式
の
高
度
化
、
農
業
生
産
様
式
の
変
貌
等
、
農
業
及
び
農
村

を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
農
業
用
用
排
水
の
汚
濁
が
進
行
し
、
農
作
物
の
育
成
障
害
、

土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
費
の
増
大
、
悪
臭
の
発
生
等
、
農
業
生
産
環
境
及
び
農
村
生
活
環
境

の
両
面
に
大
き
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

三
木
町
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
、
平
成
四
年
三
月
に
農
業
集
落
排
水
事
業

三
木
地
区
基
本
計
画
を
策
定
（
平
成
十
三
年
十
二
月
に
見
直
し
）
し
、
七
地
区
に
お
い
て
汚
水
処

理
施
設
を
農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
り
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
件
事
業
は
、
こ
の
基
本
計
画
の
一
環
と
し
て
、
井
上
南
部
地
区
に
お
い
て
、
処
理
対
象
人
口

二
、
六
六
〇
人
、
時
間
最
大
汚
水
量
を
八
六
・
五


に
設
定
し
、
一
日
当
た
り
七
一
九


の
汚
水

処
理
を
可
能
と
す
る
汚
水
処
理
施
設
を
建
設
し
、
併
せ
て
管
路
施
設
の
布
設
を
行
お
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

本
件
事
業
の
施
工
に
よ
り
、
当
該
地
区
の
農
業
用
用
排
水
の
水
質
保
全
、
農
業
用
用
排
水
施
設

の
機
能
維
持
、
農
村
生
活
環
境
の
改
善
が
図
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
工
に
よ
り
得
ら
れ

る
利
益
は
相
当
程
度
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

�

一
方
、
本
件
事
業
の
施
工
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
と
し
て
は
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
考
え
ら

れ
る
が
、
悪
臭
の
発
生
等
の
二
次
公
害
防
止
に
配
慮
し
た
施
設
構
造
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

周
辺
環
境
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
工
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

�

本
件
事
業
の
起
業
地
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
的
、
技
術
的
、
経
済
的
見
地
か
ら
三
案
の

候
補
地
の
比
較
検
討
を
行
い
、
最
も
適
切
な
案
を
採
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
起
業
地
の
範
囲
は
、
事
業
の
実
施
に
必
要
最
小
限
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
。

�

�
か
ら
�
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ

る
。

４

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
農
業
及
び
農
村
の
健
全
な
発
展
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
農
業
用
用
排
水
の
水
質

を
保
全
し
、
農
村
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
土
地
を
収
用
又
は
使

用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充

足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件

を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業

の
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五

土
地
収
用
法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

三
木
町
土
地
改
良
課

●
香
川
県
告
示
第
三
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日
か
ら
同
年

二
月
十
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

太
田
上
町
志
度
線
（
百
四
十
七
号
）

三

道
路
の
区
域区

間

変

更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

香

川

県

報

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

（
第
九
一
〇
〇
号
）

七



●
香
川
県
告
示
第
三
十
四
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

指

定

番

号

長
土
指
道

第
二
十
五
号

二

指
定
年
月
日

平
成
十
六
年
一
月
九
日

三

指
定
道
路
の
位
置

さ
ぬ
き
市
志
度
字
赤
馬
崎
一
九
一
二
―
九
、
一
九
二
九
―
一
及
び
同
地
先
農
道

・
水
路

四

指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長

幅
員

六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

延
長

一
〇
四
・
八
〇
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
長
尾
土
木
事
務
所
総
務
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供

す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
二
十
九
号

特
定
調
達
契
約
に
関
す
る
香
川
県
会
計
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
香
川
県
規
則
第
八
十

五
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
公
示
す
る
。

な
お
、
本
公
告
に
お
け
る
調
達
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三
号
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

調
達
件
名
及
び
数
量

豊
島
廃
棄
物
等
処
理
事
業

廃
棄
物
等
の
掘
削
・
均
質
化
・
運
搬
並
び
に
中

間
保
管
・
梱
包
施
設
及
び
特
殊
前
処
理
物
処
理
施
設
運
転
業
務

一
式

二

調
達
方
法

購
入
等

三

契
約
方
式

一
般
競
争
入
札

四

落
札
決
定
日

平
成
十
五
年
十
二
月
十
八
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
ク
ボ
タ
（
四
国
支
社
）

高
松
市
亀
井
町
二
番
地
一

六

落
札
金
額

八
七
一
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

七

入
札
公
告
日

平
成
十
五
年
十
月
二
十
四
日

八

落
札
方
式

最
低
価
格

九

担
当
課

郵
便
番
号
七
六
一
―
三
一
一
〇

香
川
郡
直
島
町
二
六
二
八
―
一

香
川
県
直
島
環
境
セ

ン
タ
ー

電
話
番
号
〇
八
七
―
八
九
二
―
二
九
八
一

●
香
川
県
公
告
第
三
十
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

五
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
満
濃
町
の
土
地
改
良
事
業
（
基
盤
整
備
促
進
事
業
（
区
画
整
理

事
業
）
光
元
地
区
）
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
適
当
と
す
る
旨
決
定
し
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
満
濃
町
建
設
課
に
お
い
て
平
成
十
六
年
一
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
二
月
十
八
日
ま
で

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
公
告
第
三
十
一
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
で
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
香
川
河
川
国
道
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を

実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
で
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
に
基
づ
き

公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

作
業
種
類

公
共
測
量
（
道
路
計
画
に
よ
る
基
準
点
・
路
線
測
量
）

二

作
業
期
間

平
成
十
六
年
二
月
二
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で

三

作
業
地
域

東
か
が
わ
市

高
松
市
林
町
字
三
ツ
股
一
四
〇
一
番
四

地
先
か
ら

高
松
市
林
町
字
三
ツ
股
一
三
二
一
番
一

地
先
ま
で

前

七
・
二

〜九
・
四

一
一

市
道
拡
幅
に

伴
う
県
道
区

域
の
変
更

後

七
・
二

〜
一
〇
・
〇

一
一

公

告

香

川

県

報

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

（
第
九
一
〇
〇
号
）

八



●
香
川
県
公
告
第
三
十
二
号

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

丸
亀
市
土
器
町
東
一
丁
目
三
〇
九
―
一
、
三
一
〇
―
二
及
び
三
一
六
―
二

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
一
丁
目
一
番
三
号

川
重
不
動
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

阿
二
眞
三
郎

●
香
川
県
公
告
第
三
十
三
号

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

木
田
郡
牟
礼
町
大
字
牟
礼
字
下
窪
九
九
二
―
一
、
九
九
三
―
一
、
九
九
四
、
九
九
五
、
九
九
五
―
二
、

九
九
五
―
三
、
九
九
五
―
四
、
九
九
六
―
二
、
九
九
六
―
五
、
一
〇
〇
五
―
五
、
一
〇
一
二
、
一
〇
一

三
―
一
、
一
〇
一
三
―
二
、
一
〇
一
四
―
一
、
一
〇
一
四
―
三
、
一
〇
一
五
―
一
、
一
〇
一
五
―
二
、

一
〇
一
五
―
三
及
び
一
〇
一
六

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

高
松
市
東
田
町
二
番
地
一

武
田
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

武
田
美
治

高
松
市
朝
日
町
二
丁
目
二
番
三
四
号

サ
ン
コ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

河
野
祝
之

●
香
川
県
公
告
第
三
十
四
号

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

木
田
郡
牟
礼
町
大
字
牟
礼
字
浜
二
五
四
六
―
五
、
二
五
四
六
―
一
六
、
二
五
四
六
―
一
七
、
二
五
四

六
―
一
九
、
二
五
五
〇
―
一
及
び
二
五
五
一
―
四

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

木
田
郡
牟
礼
町
大
字
牟
礼
二
五
五
一
番
地
二

山
田

忠
司

●
香
川
県
公
告
第
三
十
五
号

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

丸
亀
市
柞
原
町
字
下
所
六
二
―
六

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

坂
出
市
川
津
町
二
八
二
六
番
地

浅
井

明
子

●
香
川
県
公
告
第
三
十
六
号

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

綾
歌
郡
宇
多
津
町
字
長
縄
手
八
二
三
―
五

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

丸
亀
市
土
器
町
東
七
丁
目
一
六
四
番
地
（
サ
ー
パ
ス
土
器
公
園
五
〇
九
号
）

大
西

直
人

大
西

祐
子

●
香
川
県
公
告
第
三
十
七
号

香

川

県

報

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

（
第
九
一
〇
〇
号
）

九



古紙配合率70％ 
白色度72％再生紙を使用しています 

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法

（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

丸
亀
市
土
器
町
東
一
丁
目
三
〇
九
―
一
、
三
一
〇
―
二
及
び
三
一
六
―
二

二

工
事
を
完
了
し
た
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

１

道
路

道
路
（
有
効
幅
員
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
延
長
一
六
・
九
四
メ
ー
ト
ル
）

丸
亀
市
土
器
町
東
一
丁
目
三
〇
九
―
一
の
一
部
及
び
三
一
六
―
二
の
一
部

２

排
水
施
設

排
水
管
（
直
径
二
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
延
長
一
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
）

丸
亀
市
土
器
町
東
一
丁
目
三
〇
九
―
一
の
一
部

三

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
一
丁
目
一
番
三
号

川
重
不
動
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

阿
二
眞
三
郎

●
香
川
県
公
告
第
三
十
八
号

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法

（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

木
田
郡
牟
礼
町
大
字
牟
礼
字
浜
二
五
四
六
―
五
、
二
五
四
六
―
一
六
、
二
五
四
六
―
一
七
、
二
五
四

六
―
一
九
、
二
五
五
〇
―
一
及
び
二
五
五
一
―
四

二

工
事
を
完
了
し
た
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

１

道
路

道
路
（
有
効
幅
員
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
延
長
三
〇
・
六
九
メ
ー
ト
ル
）

木
田
郡
牟
礼
町
大
字
牟
礼
字
浜
二
五
四
六
―
一
九

三

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

木
田
郡
牟
礼
町
大
字
牟
礼
二
五
五
一
番
地
二

山
田

忠
司

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
個
人
演

説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
次
の
施
設
を
指
定
し
た
旨
三
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

大

林

一

友

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

名

称

所

在

地

三
木
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

木
田
郡
三
木
町
大
字
氷
上
三
七
〇
番
地
の
二

井
戸
教
育
集
会
所

木
田
郡
三
木
町
大
字
井
戸
二
六
三
一
番
地
一

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http : //www.pref.kagawa.jp/

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所

香

川

県

庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

香

川

県

報

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

（
第
九
一
〇
〇
号
）

一
〇


